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平成２８年第５回（９月） 

 

久 山 町 議 会 定 例 会 

 
 

一 般 質 問 通 告 書 
 

 

 

 

質問順 議員氏名 

１ 佐伯 勝宣 

２ 阿部  哲 

３ 本田  光 

４ 松本  世頭 
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平成２８年第５回（９月）久山町議会定例会 一般質問通告書 
平成２８年９月５日（月）９時３０分～ 

   質問順１番 佐伯 勝宣 

 

質問事項 

 

質問の要旨 

質問の

相 手 

 

１．久保橋架け替え工事と

入札について 

  

４月末から５月にかけての久保橋架け替えに伴う下部

工事の請負業者の「破産」にかかわる一連の件について

問う。 

① 工事指名競争入札の落札業者「破産」から請負業者の

交代までの経緯と法的な対応等、現況はどうなってい

るのか。 

 

 

② ５月末期限の残りの下部工事を請け負う業者を決定

するに至った具体的な手続き内容とその法的根拠は。 

 

 

③ 町への保証会社からの保証金の入金金額と金額確定

の基準は。 

 

 

④ 今回の件で、入札業者の選定等、入札にかかわる要綱

の見直しなどを検討する予定は。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 
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平成２８年第５回（９月）久山町議会定例会 一般質問通告書 
平成２８年９月５日（月）９時３０分～ 

質問順１番 佐伯 勝宣 

 

質問事項 

 

質問の要旨 

質問の

相 手 

 

２．町の将来について 

  

町政運営の諸課題のうち、以下の①から④について問

う。 

① モデル住宅事業補助金目的外使用による１９８４万

円の国交省への返還について。改めてこの不祥事に関

して 

(1) 実際の町の損害と失った信用の大きさについて

等、議会・町民への釈明 

(2) 町長が国交省への誠意と謝意を表したとされる日

時と状況の特定 

(3) 具体的な再発防止策を講じる 

  以上３点をおこなうことは当然のはずだが。 

 

 

② 職員の適材適所配置に関して。 

今年３月議会最終日におこなった、新年度平成２８年

度一般会計当初予算 議会費に関する町長への質問

の回答がまだ聞けていない。職員の再再任用を決める

場合、基準となるものは何なのか。 

 

 

③ 久山道の駅事業、観光交流センター事業について。 

土地の取得や立木補償等、すでに多額の税金を投入し

ている。事業断念で町民への説明は必要のはずだが。 

 

 

④ イコバスの増便等町の交通アクセスの利便性の問題、

中学校の給食導入について、という町民の要望が強い

２つの事項に関して。今後の予定は。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 
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平成２８年第５回（９月）久山町議会定例会 一般質問通告書 
平成２８年９月５日（月）９時３０分～ 

質問順２番 阿部 哲 

 

質問事項 

 

質問の要旨 

質問の

相 手 

 

１．３期目を挑戦すると表

明されたが、町の活性

化・農業振興の施策に

ついて 

 

６月議会で３期目を挑戦すると表明された。観光交流

センター事業が４度の修正案により頓挫したが、これか

らの町の活性化・農業振興、久山の田園風景、農地の保

全、また施策の拠点づくりをどう考えるのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

２．学校教育の充実をどう

考えるか 

 

地域の将来を担う子どもたちの教育環境の充実は、町

づくりの重要な課題である。今後の小学校・中学校の学

校教育をどう充実化するのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

３．草場住宅開発の推進に

ついて 

 

 草場住宅開発の推進により草場地区が活気に満ちた町

づくりに繋がる意気込みを伺いたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 
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平成２８年第５回（９月）久山町議会定例会 一般質問通告書 
平成２８年９月５日（月）９時３０分～ 

質問順３番 本田 光 

 

質問事項 

 

質問の要旨 

質問の

相 手 

 

１．観光交流センター道の

駅・食のひろば事業計

画断念の事後処理に

ついて 

 

再度真意を問う。 

① 「観光交流センター道の駅・食のひろば事業計画」断

念の事後処理は、どこまで進んでいるのか。 

 

 

② (1) 事業計画断念まで積極的推進 

(2) 経営感覚の欠如 

(3) 町民への説明責任  

(4) 民間資本の導入であれ、より地域の資源を活かし、

どこに問題があったのかについての検証が必要で

はないのか。反省は全くないのか。 

 

 

③ 「観光交流センター事業」について、町長は、昨年１

２月議会において、執行部と議会との間に不協和音を

出したことに関して真摯に受け止め、観光交流センタ

ー事業はゼロに戻すと発言。 

 しかし、先の６月議会閉会(6/13) の翌日(6/14) 新

聞報道によると町長は、「観光交流センター」の建設

を目指したが、議会の反対で中止となった、と述べて

いる。町長の真意を尋ねたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 
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平成２８年第５回（９月）久山町議会定例会 一般質問通告書 
平成２８年９月５日（月）９時３０分～ 

質問順４番 松本 世頭 

 

質問事項 

 

質問の要旨 

質問の

相 手 

 

１．藤河・黒河地区の区

画整理事業について 

 

① 地権者も了解し、県の予算もついていたのに何故白紙

になったのか問う。 

 

 

② 先の議会で質問していた藤河・黒河線の法線を早急に

決定する考えは。 

 

 

③ 法線決定後、再度、藤河・黒河地区の再開発を地権者

に図る考えはないか問う。 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

２．企業誘致・産業振興

対策について 

 

町長は今、上久原地区のあいさつ廻りで、企業誘致は

しないで農業政策を優先していくと話されていると聞

く。 

石切・原山地区の開発はこの町にとって農業政策と同時

に取り組むべきと思うが町長の見解を問う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

３．スマートインター設

置について 

 

 石切・原山開発に伴う企業誘致においては、今後、交

通アクセス等、諸問題も含めて広域的に久山町だけでな

く、新宮町とスマートインター設置の考えはないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 
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